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In this study, it was examined to develop a teaching system of "the skills" of mat ex-
ercises for elementary school children.
We would classify the 19 skills shown in the course of study into six groups from the
viewpoint of the movement structure, difficulty of each skill, and number of the technical
points.
Also, the system of "skills" was composed from the following three viewpoints.
That is, we thought "handstand" a core skill among the skills. And then, it supposes
that the seven fundamental movements in which a child acquired three basic gymnastics
senses, support base of the system of skills. Lastly, six groups which classified above








































































































































技 ・運 動 名 S24 S28 S33 S44 S52 H1 H10
首 倒 立 4.5.6年 4年
支 持 倒 立 = 頭 倒 立 5.6年 4・5,6年 4.5.6年
壁 逆 立 ち = 壁 倒 立 3.4年
倒 立 (補 助 ) 5.6年 5.6年 5.6年 5.6年
ころ こ ろま わ り 1.2年 1.2年
‖
前 回 り = 前 転 3,4 ・5.6年 3.4.5.6年 2年 3年 4.5.6年 4,5.6年
‖
前 に 転 が る = 祈 ころ が り 1.2年 3.4年 1.2.3.4年
とび こみ 前 転 = とび 前 転 5.6年 5年 5.6年 5.6年
前 回 り(開 脚 ) = 開 脚 前 転 5年 4年 4,5.6年 4・5,6年
伸 膝 前 転 5.6年
倒 立 前 転 5.6年
うしろ 回 り = 後 転 5.6年 5.6年 4年 3年 (3年 ) 4.5.6年 4,5.6年
‖
後 ろこ ろ が リ 3.4年 1・2,3.4年
うしろ 回 り(開 脚 ) = 開 脚 後 事云 5年 5年 4,5,6年 4,5,6年
伸 錬 後 転 5.6年 5.6年
横 回 り
‖
様 に 転 が る = 横 ころ が リ
5.6年 5.6年 1年 3年
1.2年 3.4年 3.4年
H
ふ た り組 梯 回 り 2年
側 転 4・5,6年
側 方 こ ろが り 3.4年
腕 立 て 横 跳 び 越 し (腕 立 て 川 跳 び ) 4年
腕 立 て 側 転 = 側 方 倒 立 回 転 5,6年 4,5,6年 5年 5.6年 4.5.6年
ロ ン ダ ー ド 5.6年
背 支 持 腕 立 て 前 転 5-6年 5.6年



















































































前ころがり 2 ○ ○ ○
とび前転 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
開脚前転 4 ○ ◎ ○
伸膝前転 5 ○ ◎ ◎
倒立前転(倒立からの前転) 1 ○ ○ ■努傭縛安定叫■
後転系
後　 転 2 躯幹がマットに接触した後 ○ ○ ○
後ろころがり 1 ○ ○ ○
開脚後転 3 ○ ◎ ○
傭膝後転 4 ○ ◎ ◎
側転系 檎ころがり 1 無 上下 姿勢保持








ロンダード 2 ○ ○ ホップ動作
スプリング系 背支持腕立て前転 1 左右 ○
頭はねおき 2 ○ ○ ○ lまね上げ撞★
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